
スクールマスター

工藤和美
UDCOセンター長/ 
東洋大学教授/ 
シーラカンスK&H主宰

福岡市出身。東京大学大学院博士課程修了。1986年シーラ
カンスを共同設立、1998年シーラカンスK&Hに改組、現在 
代表取締役、東洋大学教授。主な作品に千葉市立打瀬小学
校、福岡市立博多小学校、金沢海みらい図書館、山鹿市立山
鹿小学校、The University DINING（千葉商科大）、東松島
市立宮野森小学校。都市計画に「幕張新都心住宅地基本構
想・基本計画」主な受賞 、日本建築学会賞、グッドデザイ
ン賞、International architecture Awards、JIA日本建築大
賞　等多数

ディレクター

内田奈芳美
UDCO副センター長/ 
埼玉大学教授

ワシントン大学修士課程修了、早稲田大学理工学研究科博士
課程修了。 博士（工学）。金沢工業大学講師などを経て、
2014年から埼玉大学人文社会科学研究科教授。主な著書に
「まちづくり図解」「まちづくり教書」（共著、鹿島出版
会、2017）「都市はなぜ魂を失ったか」（共訳・講談社 
2013）山出保・まちひと会議編「金沢らしさとは何か」
（共同編集・北國新聞社2015）等

インストラクター

石黒卓
UDCOサブディレクター・デザ
インコーディネーター/北海道
大学大学院工学研究院学術研究
員・非常勤講師/WIPstudio主
宰

1986年北海道札幌市出身。北海道大学大学院工学研究院建
築都市空間デザイン専攻修了、工学修士。一級建築士。建築
設計事務所にて公共施設施設等の設計・監理やまちづくり支
援、地域型住宅に関する調査研究等を経て現職。UDCO設立
時より在籍し、大宮駅周辺のまちづくりや公共空間に関する
デザインマネジメントや組織マネジメントに従事。

インストラクター

高橋卓
UDCOデザインコーディネーター/ 
武蔵野美術大学非常勤講師/ 
STAND主宰

1986年群馬県前橋市生まれ。多摩美術大学と東京理科大学
大学院にて建築を学ぶ。建築設計事務所を経て、株式会社ロ
フトワークでは空間構築業務を包括したプロジェクトに携わ
り、クリエイティブディレクション・プロジェクトマネジメ
ント業務に従事。2021年より現職にて、産官学民の連携を
活性化するべく人と都市を行き来しながらデザインコーディ
ネートに取り組んでいる。

インストラクター

伊藤孝仁
UDCOデザインコーディネーター/ 
東京理科大学・千葉工業大学非常
勤講師/AMP/PAM主宰

1987年東京生まれ。東京理科大学、横浜国立大学大学院Y-
GSAで建築を学び、乾久美子建築設計事務所を経て2014年
から2020年までトミトアーキテクチャを共同主宰。2020年
より設計事務所AMP/PAMを主宰し、「営繕」的思想による
改修を通じて、場づくり/まちづくりを実践中。UDCOでは
街路空間利活用を下支えする小さな道具や仮設工作物のデザ
インと実装、パブリックアセットを活用した事業モデルと空
間活用の研究等を通して大宮のまちづくり推進に取り組む。

インストラクター

酒井伸子
UDCOデザインコーディネーター

1980年福岡県北九州市出身。九州芸術工科大学（現九州大
学)にてパブリックデザインを学ぶ。その後、株式会社コトブ
キにて、公共空間の遊び場づくりに従事。ストリートデザイ
ンスクールの受講をきっかけに、2023年よりUDCOに参
画。大宮在住・3児の母としての地元住民の視点をもちなが
ら、子どもと過ごせるまちづくりをテーマに取り組んでい
る。地域の方がもっと気軽にまちづくりに関わりたくなる場
づくりに力を入れている。

レクチャラー

福岡孝則
東京農業大学教授/ 
Fd Landscape

ペンシルバニア大学芸術系大学院ランドスケープ専攻修了
後、米国・ドイツにてランドスケープデザインの実務に取り
組む。神戸大学持続的住環境創成講座　特命准教授を経て、
現職。川崎市都市緑化フェア幹事会幹事長、横浜市都市美対
策審議会委員、神奈川県都市計画審議会委員、グリーンイン
フラ官民連携プラットフォーム企画広報部会長等を担当。作
品にコートヤードHIROO〈グッドデザイン賞〉、南町田グラ
ンベリーパーク（国土交通大臣賞：都市景観大賞、緑の都市
賞）など。

レクチャラー

飯石藍
公共Ｒ不動産 
メディア事業部マネージャー/ 
株式会社nest取締役

公共空間活用に関する実践型メディア「公共R不動産」のメ
ディア事業部にて、公共空間活用に関する情報発信、発注の
プロセスデザイン、「公共空間逆プロポーザル」「公共不動
産データベース」など、公共空間のクリエイティブな活用に
向けた様々な事業を企画推進。また、2017年から東京都豊
島区の南池袋公園・グリーン大通りでのプログラム
「IKEBUKURO LIVING LOOP」を推進し、実験をハード整
備や都市政策につなげ、まちなかに居場所を作り出すプログ
ラムを地元企業と協業しながら推進中。


